
図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

本体瓦納まり

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 1 0 1 - 3 - 0 0

3
0

桟木ピッチ 400

桟木ピッチ 400

桟木ピッチ 400

ステンカラースクリュー釘

本体瓦

3
0

バックアップ材

横桟木 30×36 @400

＃12×38

タルキ

アスファルトルーフィング940以上

野地板

2017.07.31

2017.07.31

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）
※縦桟木を貫通させること

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

本体瓦納まり（桁行き方向断面）

C 0 5 A - D - 1 0 2 - 3 - 0 0

325

本体瓦

バックアップ材

野地板

3
0

アスファルトルーフィング940以上

タルキ

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）
※縦桟木を貫通させること

横桟木 30×36 @400

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 1 0 3 - 3 - 0 0

本体瓦納まり(先付け式雪止金具取付部)
2004.07.13

先付け式雪止金具 Ｙタイプ

(123)

20.5

5
4
.
5

(
3
)

バックアップ材

本体瓦

横桟木 30×36 @400

釘または木ビス L=38以上

ステンカラースクリュー釘
＃12×38

3
0

アスファルトルーフィング940以上

野地板

タルキ

※縦桟木を貫通させること
横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

軒先瓦納まり

C 0 5 A - D - 2 0 1 - 3 - 0 0

3
0

桟木ピッチ 400

桟木ピッチ 400

軒先唐草 Ｙタイプ

鼻隠し

ステンカラー
スクリュー釘

＃12×38

軒先瓦

広小舞

タルキ

野地板

3
0

本体瓦

※縦桟木を貫通させること
横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

バックアップ材

横桟木 30×36 @400

アスファルトルーフィング940以上

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 3 0 1 - 3 - 0 0

ケラバ納まり

破風板

タルキ

登り淀

野地板

アスファルトルーフィング940以上

※縦桟木を貫通させること

3
0

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

横桟木 30×36 @400

ステンカラー
スクリュー釘
＃12×32

(5)

袖瓦

バックアップ材

本体瓦

2017.07.31

2017.07.31

捨板縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 4 0 1 - 3 - 0 0

つかみにて谷部を立ち上げる

（立ち上げ幅：15ミリ）
外壁

アスファルトルーフィング940以上野地板タルキ

本体瓦

木下地 30×90

ケミカル面戸 30×30

面戸板 Ｙタイプ

※縦桟木を貫通させること

ステンカラー
スクリュー釘

＃12×38

30

2
5

105

木下地 30×45～60 1
2
0

5
0
以
上

(
2
5
0
～
3
5
0
)

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

横桟木 30×36 @400

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

正面雨押さえ Ｙタイプ

正面壁取り合い(正面雨押さえYﾀｲﾌﾟ仕様)

バックアップ材

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 4 0 2 - 3 - 0 0

外壁

3
0

※縦桟木を貫通させること

1
2
0

5
0
以

上

(
2
5
0
～
3
5
0
)

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

野地板

木下地 18×90

木下地 30×36

2
5

壁取り合い捨板 Ｙタイプ

木下地止着具 L=90以上

91

側面雨押さえ Ｙタイプ

壁取り合い面戸 Ｙタイプ

30

バックアップ材

本体瓦

横桟木 30×36 @400

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

アスファルトルーフィング940以上

タルキ

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

側面壁取り合い(側面雨押さえYﾀｲﾌﾟ仕様)

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

谷納まり

C 0 5 A - D - 5 0 1 - 3 - 0 0

※谷部は水上から水下まで通しで
二重貼り野地板

谷桟木 30×36

※縦桟木を貫通させること
横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

アスファルトルーフィング940以上

タルキ

横桟木 30×36 @400

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

2017.07.31

2017.07.31

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

本体瓦

谷樋 Ｙタイプ

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

谷桟木止着具 L=65以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

C 0 5 A - D - 6 0 1 - 3 - 0 0

主棟納まり（切妻_棟止め、寄棟_三つ又）

野地板

タルキ棟木

横桟木 30×36 @400

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）
※縦桟木を貫通させること

面戸板 Ｙタイプ

ステンカラースクリュー釘
＃12×32

バックアップ材

本体瓦

木下地(棟頂部)30×45～60

本体瓦谷部立ち上げ

ケミカル面戸 30×30

木下地止着具 L=75以上 本体瓦山部貫通

木ビス

アスファルトルーフィング940以上

木下地 30×30

2017.07.31

2017.07.31

洋風棟カバーＳ 木下地 30×30

リブＹ

カット､又は折り加工

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

つかみにて谷部を立ち上げる
（立ち上げ幅：15ミリ）

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

主棟納まり（寄棟屋根_棟止め仕様）

C 0 5 A - D - 6 0 2 - 3 - 0 0

つかみにて谷部を立ち上げる
（立ち上げ幅：15ミリ）

野地板

タルキ棟木

横桟木 30×36 @400

面戸板 Ｙタイプ

バックアップ材

本体瓦

木下地(棟頂部)30×45～60

横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）
※縦桟木を貫通させること

アスファルトルーフィング940以上

本体瓦谷部立ち上げ

木ビス

木下地30×30

ケミカル面戸 30×30

木下地止着具 L=75以上 本体瓦山部貫通

寄棟用側面板

木下地 30×30

洋風棟カバーＳ リブＹ

（@606以下）
木下地30×30×168

ステンカラースクリュー釘

2017.07.31

2017.07.31

＃12×32

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

縦桟木止着具 L=45以上、@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01



図面新規作成 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

10

2.5

・（ ）は参考値

矢吹
矢吹

標準納まり図（木造）

＜注記＞

1 矢吹縦桟木 Pタイプへ変更

縦桟木サイズ、間隔 再設定 矢吹2

2004.06.16

2013.10.08

洋瓦王

隅棟納まり

C 0 5 A - D - 6 1 1 - 3 - 0 0

2017.07.31

2017.07.31

(15)

つかみにて谷部を立ち上げる
（立ち上げ幅：15ミリ）

アスファルトルーフィング940以上

野地板

タルキ

バックアップ材

横桟木 30×36 @400

本体瓦

洋風棟カバーＳ

木ビス

ゴムアス系止水テープ

木下地 15×45

木下地 30×36

ステンカラースクリュー釘

隅棟面戸 Ｙﾀｲﾌﾟ 木下地 30×30

木下地 30×30

洋風棟カバーＳ

リブＹ

本体瓦立ち上げ

＃12×32

隅木
止着具（木下地 15×45）
（隅木に止める）

※縦桟木を貫通させること
横桟木止着具 L=90以上（タルキ止め）

縦桟木止着具 L=45以上

カット､又は折り加工

縦桟木 9×30 @227.5
1 2

@606以下

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.08.01

Ｒ＆Ｄ

鈴木
'17.08.01


	C05A-D-101-3-00：本体瓦納まり
	C05A-D-102-3-00：桁行き方向断面図
	C05A-D-103-3-00：雪止金具納まり
	C05A-D-201-3-00：軒先瓦納まり
	C05A-D-301-3-00：ケラバ納まり
	C05A-D-401-3-00：壁取合納まり（正面雨押さえY仕様）
	C05A-D-402-3-00：壁取合納まり（側面雨押さえY仕様）
	C05A-D-501-3-00：谷納まり
	C05A-D-601-3-00：主棟（切妻_棟止め、寄棟_三つ又）
	C05A-D-602-3-00：主棟（寄棟屋根_棟止め仕様）
	C05A-D-611-3-00：隅棟納まり

